
第48回大会］

1 Pa－5

食　　物

リン脂質型n･3脂肪酸によるラ'Jト血漿・組織の脂肪酸組成の変動
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　【目的】食餌として与えたイカ由来リン脂質によるラ7 ト血漿、血小板、肝臓などの脂肪酸組成の変化

を、卵レシチン(n･6/n･3＝4)、ｎ･3脂肪酸含有トリグリセリド(＝TG型n･3脂肪酸) (n-6/n･3 ＝0.11)を

与えた場合と比較し。食餌性n-3脂肪酸含有リン脂質(＝リン脂質型ｎ･3脂肪酸)(n-6/n-3=0.08)が生体

内脂肪酸組成に与える影響を評価する。

　【方法】基礎飼料(コントD ール飼料；粗脂肪含有量4.6%, n･6/n･3 ＝6.2, 18:2、18:1、16:Oをそ

れぞれ全脂肪酸の49%、23%、15%含tr)に各種油脂を10%、5%、2.5％添加した飼料をSHRラットに2

週間与え、血漿、血小板、肝臓などのリン脂質、トリグリセリド、コレステリルエステル、遊離脂肪酸

の脂肪酸組成の変動を測定した。実験は2回に分けて行い、イカ由来リン脂質(DHA;37%、EPA; 14%含

有)添加の影響を。はじめに卵レシチンと。次にTG型n,3脂肪酸と比較した。

　【結果】1.イカ由来DHA･richPL(DHA;37%、EPA;14%、C16:0;26％)投与は血漿、血小板、赤血球、肝

臓、脳のDHA、EPAを増加させる。ただし、脳における変化は小さい。この時、DHA.EPAの増加に伴い、

アラキドン酸、リノール酸が減少する。MAの増大(絶対量及び倍率)が最も大きい脂質クラスは血漿TG

であり、ついで肝臓PE、血漿PLであった。 EPAの絶対量としての増加ti、多くの脂質クラスにおいてDHA

より小さいが、血漿Ch. E、血小板peではDHAより大きい。なお増加を倍率で評価した場合には、EPAと

DHAに大きな違いば見られない。 2.リン脂質型n･3脂肪酸摂取による脂肪酸組成の変動は、トリグリセリ

ド型とほぼ同様である。ただし、赤血球PE、血漿PL中のDHAを増加させる作用及び肝臓中のアラキドン酸

を減少させる作用は、トリグリセリド型よりリン脂質型n-3脂肪酸のほうが強い。

1 Pa－6 胆汁中のトコフェロール晰世と血漿、肝臓トコフェロール濃度
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〔目的〕トコフェロール(toe）同族体の生理活性は、同族体間で大きく異なり、そのt朗

は肝臓におけるtoe輸送タンパク質との結合能により行われ、vLDLに取り込まれないtoe
●wﾐ･J･fzw･●ﾐ‾●w/wwww●1●●/w/　’　ミ/-･－　･=＝●ﾐｰ　　　-･-は胆汁から排泄されるといわれている。我々は多量のa-toeの摂取量によって生体内の7

-toe量は減少し、また、ゴマの摂取で７一敗の上昇を認めている。a-toeやゴマの摂取に

より胆汁中へ7 -toeの排泄量が変動しているのではないかと考え実験を行った。

　〔方法〕実験１では７日間VE欠乏飼料（－Ｅ飼料）を与えたラットにa-toe、7 -toe、

a-toeと7 -toeを両方含む飼料を１又は３日間投与した。また、実験２では７日間－Ｅ飼
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料を与えたラットに共に飼料中にa-toeを含まないr-tOCと7 -toc+20%ゴマ添加飼料を１

又は３日間投与した。投与後胆管にカニュレーションし、６時間胆汁を採取した。その後

”ﾐ'ﾐ‾=‾'●ww/-w　‾　wﾐ〃-ﾏ'----･解剖し、ヘノ刈ン処理血漿、肝臓を採取し、胆汁、血漿、肝臓のtoe量を測定した。
　〔結果〕実験１では胆汁中のa-toeはa-toeを摂取したa-toeとα-toc＋7-toc群でほぼ

同量検出され、胆汁中のa－、7 -toe濃度は血漿・肝臓と同じ傾向を示した。7 -toeは血

漿、肝臓では予想通り７ -toe群よりα-toc＋r-toc群で顕著に低くなった。その分胆汁中
yj-●IJ警●J-･-yW4 ″W~Wし　Ｆ　---=●’〃　　　　　　●　　　　・　　－で高くなることを予想したが予想に反し胆汁中の7-toe量も血漿・肝臓と同様7-toe群よ

りα-toc＋r -toe群で低かった。また、実験２でもゴマ摂取により血漿、肝臓のT-tOCは
高くなり、胆汁中でもゴマ摂取群の方が顕著に高かった。生体内で低濃度となったr-toc

の胆汁へのり剛促進、高濃度となった場合の排泄抑制はみられず、胆汁中toe濃度は血漿、

肝臓中のtoe濃度と相関していた。
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